
 ○４つのイノベーション（変革） 
   「KSJの包括的支援」を土台として、これからの5年間では、以下の『4つのイノベーション』に

挑戦します。だれもが分け隔てなく暮らせる社会（マーブル）を目指す私たちのこれらの挑戦は、

国連が提唱する『誰一人取り残さない』持続可能な開発目標（SDGs）の達成にも貢献することか

ら、それぞれの具体的な取組みごとに、特に目標3（健康と福祉）、目標4（教育）、目標8（経済成

長と働きがい）、目標10（不平等をなくす）、目標11（住み続けられるまちづくり）の実現に繋げる

よう表記しています。 

 

 

              ４つのイノベーションを柱に、5年間の具体的な取組みをロードマップ 

               としてまとめた中には、それぞれにSDGｓの目標と連動させていま

す。 

 

 

 

 
  （多様な主体とのパートナーシップを通じてこれらの変革を加速させるため、令和7年度より『地方創生SDGs官

民連携プラットフォーム』に加入し、本計画と連動した活動を展開するように進めることとしています。 

  

４つのInnovation（変革） 5年間での主な取組み 

１ 地域の複合課題

への対応力を高

める 

 

①プレコン・妊娠から子育て障害児

支援ネットワークまでの包括的支援

（児童分野） 

 

②福祉・医療が支える成人期への包

括的支援（成人分野） 

③誰もが地域で活き活きと暮らせ

る「場」の創出 

 

・妊娠・子育て相談センターの運営 

・桃山学園 サテライト型小規模GC、地域小規模児童養護施設の

設置 

・こども発達 中核的機能の発揮   

・東山 特定妊婦の受入れ 

・福祉・医療総合相談センターによる施設間連携 

・ロコモセンター、高次脳機能障害支援センター 開設 

・就労継続支援A型事業所等の開設 

・グループホームの開設  など 

 

２ 災害・感染症か

ら施設と地域を

守る力を 

強める 

 

④自然災害に対する体制の強化 

 

 

⑤新興感染症に対する体制の強化 

 

 

・有事を想定した防災訓練・防災フォーラム等の開催 

・市町村や他法人との連携強化 

・地域住民の受入れも想定した備蓄品準備/施設整備の実施 

・地域における感染症発生動向の収集 

・感染管理認定看護師の養成  など 

 

３ 多様な専門性

を活かし地域の

サポート力を伸

ばす 

 

⑥多様な組織との連携体制の構築 

 

⑦地域を支える組織や人を育成す

る仕組みづくり 

 

 

・発達障害、高次脳機能障害等の支援機関に対する人材育成 

 

・専門性スキルバンク・講師派遣事業の実施 

・KSJ人材研修センターの開設        など 

４ 地域とともにあ

る事業団の組織

力を固める 

 

⑧法人の歴史をつなぎ、ともに育む

組織文化づくり 

⑨安定的なサービス提供に向けた

人材の確保と定着 

⑩働きやすさを高める処遇や業務

の改善、DX化による生産性向上 

 

・法人設立50周年（R⑨）記念事業の実施 

・全国社会福祉事業団協議会全国大会の開催 

・外国人や障害者など新たな雇用の創設 

・業務の棚卸、標準化、簡素化の推進 

・職員処遇の見直し 

・DX化の推進 など 


